























































































寛永 91 3， 181人|オランダ人牢番，同長崎渡し
10 1 2，478 1伴天連いるまん牢番，同長崎渡し
1 1 17， 170 1長崎唐船番(1万)，向上件，大坂送り鉛呼子まで
12 I 4，419 I長崎唐船番，伴天連いるまん牢番，同長崎受渡し，唐人受取
-牢番
13 1 21， 357 1南蛮人種追放警備(1.2万)，外海番(7ヵ所始る。 0.7万)
14 1 41， 633 1有馬ー撲に付き戸町浦詰 (2.7万，但翌 3月4日迄)，外目番，
唐船長崎送り，見送り
15 1 24，328 1外海番，長崎唐船有馬送り，長崎唐船番
161 21， 095 1外海番(瀬戸大番所なる)，かれうた船番 (0.6万)
17 I 17，105 I外海番，かれうた船・出島南蛮人番 (0.6万)，三重岳狼姻番
(始る)，奉行不在時長崎番
18 I 18，053 外海番(福田大番所なる)
19 I 28，666 I外海番，狼姻番，南蛮人受取・牢番，座礁唐船引き
20 I 27，479 I外海番，狼畑番，南蛮人受渡・牢番，大坂送り塩硝・鉛平戸
まで
正保 1I 54，076 I外海番 06ヵ所番所となり，崎戸大番所なる)，長崎唐船番，
唐・南蛮人受取牢番，大坂送り塩硝鉛平戸まで
21 67，386 1外海番 (5.8万)，唐人受渡・牢番，南蛮人牢番，大坂送り塩
硝平戸まで，狼姻番
31 42，470 1外海番，狼姻番，大坂送塩硝平戸まで，座礁唐蘭船引き


















出し 4ヶ月島原より 1般差出しと変更になり，享保 5年(1720)以後は「肥

































































































































































































































































































福 岡 藩 佐 賀 藩
4~9 月 蘭船帰帆後 4~9 月 蘭船帰帆後 石 品
人 人 人 人 石
番 ~n 
中老l





鉄砲頭 8 4 8 2 400~200 
石火矢役 2 14 4 50 
船 奉行
目 付 2 2 50 
足 軽 120 80 110 90 
船 ~n 4 4 
220余
水 主 300 150 
総人数(1) 900余 700余 800余 400余
深堀(定詰) (2) 500余 6，000 




(2) 深堀には本藩より番頭 1，足軽等を付す， r崎陽群談』第一，
「長崎警護誌資料」による。























































































































































































1645年12月末 ポルトガル大使， ゴア着。 ・・・・・・…一一....................(越年)
1646年 4月30日 ポルトガル大使，大ガレオン船サン・ジョアンに乗船。サ
ント・アンドレーと 2船ゴア発。
1646年 7月25日 ポルトガル 2船マカオ入港。
1646年 8月1日 ポルトガル 2船マカオ出航。但し，琉球附近で逆風に遭い，
マカオに引返す(大使一行はマカオ上陸。顛末を快速船でゴア総督に報
告す)。 …・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・……(越年)











※長崎名勝図絵 (208頁)に「湊の外」スズレ(西泊)の前，とあるが. C. R. 
Boxerも“arrivedon the 26th of the same month off the Island of Horses in 
sight of Nagasaque， a port of Japan.一"とあり，その注に Islandof Horses は
“Ilha dos Cavallos，"in Japanese Io-jima (伊王島)とある。 cavaloはポルトガ
ル語で馬の意であり。ポルトガル人は伊王島を「馬の島」と呼んでいた。
徳川時代の長崎警備と正保 4年(1647)のボルトカソレ使節船事件 263 
|邦暦|


















































































































二番備え 長岡監物 …・ーか 20挺
三番備え 清田石見 一・・ーか 100挺





























約100般， 3列から成り，その上に板の道が 3つあって各々 5人まで並
んで通れた。橋は鉄及び縄で好い桁をかたく縛った頑丈なもので，そこ
に各種食物の家(庖)があった。橋の上には城が10ヶ所設けてあり，そ





























































































戸)松平肥前守・ (佐賀)松平信濃守・ (萩)松平大膳大夫・ (府中)
宗対馬守・ (久留米)有馬中務大輔・ (小倉)小笠原伊予守・ (柳川)
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